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＊今年度の要望内容＊

旭川市市民委員会連絡協議会から市に要望書を提出

●市民委員会活動に対する財源の確保
●地域会館等建設費補助の財源の確保、修繕の拡充
　地域会館新築費用に対する補助率向上
●街路灯維持補助率の増加及びLED型防犯灯設置の補助枠拡大
●除排雪体制の更なる拡充
●防災対策の充実、備蓄品や非常用電源等の確保、地域防災、
　防犯力の向上、災害発生時の地域への情報伝達
●空き家等の対策の充実
●町内会活動の情報発信
●市職員やアパート、マンション、新興住宅等の町内会加入促進

　市の担当部局からは、要望に対して必要な予算の確保や
計画的な事業実施に努める旨の回答があり、市長からも、
市としてできうる限りの支援と協力をする旨の発言があり
ました。

　町内会加入案内の際にご活用ください。必要な場合は、事
務局までご連絡ください。また、住民組織と活動の手引き「み
んなでつくろう旭川」もご用意していますので、是非ご活用
ください。

　町内会費領収書作成は市民連協の事業です。

　毎年、申出いただいた必要枚数を12月前半に

各地区市民委員会宛に送付し、地区市民委員会

に加入している各町内会に配布していただいて

います。町内会で年度途中に数が不足した場合

は、地区市民委員会にお問い合わせください。

　令和元年１１月１日（金）、旭川市長に要望書を手渡し、旭川市市民委員会連絡協議会として要望し
てきました。

町内会費領収書について町内会費領収書について

　日頃から、地域の住民活動にてご活躍され、市民連協の活動にご理
解を戴き、ご協力に心から感謝とお礼を申し上げます。
　今回の特集のテーマは、「東日本大震災から学ぶ災害への備え」
2011年3月11日に現地で実際に体験されました、旭川大学 教授 杉村
樹可様より直接、貴重なお話をお聞きすることができました。また、
今年の町内会等活性化事業の中から５つの町内会の活動内容を紹介致
しました。皆様の活動の参考になれば幸いと思います。発行にご協力
いただきました関係者の方々に心よりお礼申し上げます。

広報部会　会長　中村幸彦

編　集　後　記編　集　後　記

町内会加入促進チラシを
ご活用ください！

町内会加入促進チラシを
ご活用ください！

町内会加入促進チラシを
ご活用ください！

　

日
頃
か
ら
各
町
内
会
、
市
民
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
住
民
活

動
の
推
進
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
今
、
町
内
会
や
市
民
委
員
会
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
町

内
会
加
入
率
の
低
下
と
役
員
の
担
い
手
不
足
な
ど
か
ら
、
住
民

組
織
の
活
動
が
停
滞
し
、
存
続
そ
の
も
の
が
難
し
い
と
の
声
も

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
ま
し
て
は
、
少
子
高
齢
化

や
個
人
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
情
勢
は
常
に
大
き
く
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
住
民
組
織
は
、
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
、
地
域
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め
、
新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ
な
が

ら
活
動
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
様
々
な
方
に
積
極
的
に
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

運
営
手
法
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

市
民
連
協
は
本
年
度
、
町
内
会
加
入
促
進
へ
の
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
旭
川
市
と
不
動
産
関
係
団
体
と
で
町
内
会
加
入

促
進
の
取
組
に
つ
い
て
の
連
携
協
定
の
締
結
に
向
け
て
、
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
加
入
率
が
低
い
集
合
住

宅
に
対
し
新
し
い
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
情
報
発
信
を
は
じ
め
、
市
民
連
協
と
し
て
様
々
な
活

動
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
更

な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
各
町
内
会
、
市
民
委
員
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
広
報
誌
発

行
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

会　長

旭川市市民委員会連絡協議会

井上　静幸

ご あ い さ つ

市民連協
こうほう
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　令和元年11月14日（木）、旭川市役所 議会棟 第2委員会室にて函館市町会連合会との意見交換会を開催
しました。函館市町会連合会から役員等、総勢31名の皆様が来旭されました。『町内会加入率低下と町内会活
性化について』をテーマとして、お互いの悩みや取組など意見交換をいたしました。

　函館市町会連合会からも
多くの質問などがあり、活発
な意見交換ができ、充実した
時間になりました。

函館市町会連合会との意見交換会

　令和元年８月28日(水)、安全安心委員会が旭川薬剤師会との意見交換会を行いました。
　旭川薬剤師会の災害発生時の取組についてや旭川薬剤師会の市民向けの活動についてお話いただきま
した。 
　昨年のブラックアウト時にはパソコン等がすべて使用できなくなり、通常機械で行っている一包化などは
手動で行ったといいます。薬の処方履歴がほぼ電子化されているため、「お薬手帳」の重要性をもっと市民
の皆さまに知ってもらいたいとおっしゃっていました。 

■お薬手帳の利点
・避難所等でもお薬手帳があれば薬剤師が判断し医者に助言できる！ 
　(支援物資の薬はいろいろな薬があるため薬剤師が仕分けをしている。) 
・突如の事故に巻き込まれた場合にも手帳を持っていればどんな薬を飲んでいるかわかる！(常に携帯する
方が良い) 
・災害があった場合に手帳があれば迅速に対応できる！ 
・点数も少し安くなる！(お薬手帳は1冊にまとめていることが重要)

■災害対応ワークショップの開催について～旭川薬剤師会～
　薬剤師会会員を対象として、旭川市の水害発生時を想定した災害対応勉強会を行った。 
　全国的には市民と薬剤師会が一緒にワークショップを行っていることが多い。旭川でも
来年、再来年には市民向けのワークショップを開催でき
たならと考えている。
　北見市では冬の災害を想定して、体育館で一泊などの
ワークショップも開かれている。 
　災害時に私たちがやることは、市民の皆様の安全と薬
の供給ですが、いろいろな団体と連携して市民の皆様の
事を考えていかなければいけないと考えている。

旭川薬剤師会との意見交換会

意見交換内容 ～連協(旭川)から町会連合会(函館)への質問～（主なもの）

　令和元年10月1６日(水)、星野リゾートＯＭＯ７旭川を会場に「コミュニティ懇談会」を開催し、93名の参
加がありました。この懇談会は、市長を交えて、行政と住民組織との相互理解を深めコミュニティ活動の促
進を図るため実施しています。今年度は、旭川大学 経済学部 教授の杉村様を外部講師とし、「東日本大震
災から学ぶ災害への備え」をテーマとして、話題提供をして頂いた後、意見交換を行いました。懇談会に参
加された地区市民委員会の会長や役員の皆様からも、非常に参考となる有意義なお話でしたとの声が多数
寄せられました。

避難行動
・自分自身は、素早く避難の態勢をとったため安全な場所へ逃げるこ
とができた。周囲の人たちは、地域の情報が十分でなく、必ずしも避
難できなかった。

・地域の消防団員が、自宅に残る高齢者を避難させるために向かった
が、避難の同意を得るための説得に時間を要した。
・日頃から、地域内の心が通う、顔が知れる関係を形成することが重
要である。

備えること
・防災意識
防災訓練、防災マップ・避難場所、補助が必要
な住民の確認
・防災グッズ、非常食、薬 
各家庭で準備、冬期への備え
・ソーシャル・キャピタル
地域（町内）活動の開催と参加、近所付き合い
・まずは『自助』、次に『共助』、最後に『公助』

避難行動要支援者名簿整備事業について
　災害時の避難に支援を必要とする方の名簿を
作成し、地域への情報提供に同意された方の情
報を、地域で避難支援等を行う関係者へ提供
し、災害時において円滑な避難支援が行われる
よう、避難支援体制の構築を図る制度です。
　平常時には同意書の提出があった避難行動要
支援者の情報を、避難支援等関係者に対して提
供し、避難支援方法等の検討を行っていただき
ます。
　なお、発災時には、同意書の提出や誓約書の
提出等がなくても、名簿の情報を避難支援等関
係者に提供し、避難支援等を実施していただき
ます。

コミュニティ懇談会

　昨今、各地で相次いで発生している自然災害。　『今、私たちができること 』

～ 東日本大震災から学ぶ災害への備え ～（杉村教授からのお話）
Q. 役員の高齢化が進んでいるが、どの
ような対策をしているのか？

A. 女性を多く引き込んでいる。女性の
方が若く、元気なので活気が出る。

Q. 町内会未加入者には、何か対応しているか。
A. 毎月案内のチラシを投函している。50世帯に１世帯
ぐらいは反応があり入会してもらっている。

など
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　３２回目の開催となった夏祭り、毎年町内の恒例行事として真夏
に開催をしています。
　音楽演奏、ゲーム、アトラクションの他イベントと合わせ出店に
よる飲食を実施し、町内会員さんはもとより近隣の地域の方々の
参加を得まして盛況に終えました。
　平成から令和へと年号が変わり新しい時代へと変わってゆく昨
今、昭和の時代から引き継がれた行事を変わってはならない「人と
人の繋がり」という不変のものを将来的にも、続けられる行事にし
たいと考えます。

　町内会等活性化事業は、地域力の向上と地域主体
のまちづくりを推進するため、町内会や自治会が主体
となって取り組む組織力強化や地域の課題解決、地域
住民相互の交流促進等の活動に対して補助金を交付
します。
　今回は、応募があった中から、５つの町内会の活動を
紹介します。

第３２回夏まつり第３２回夏まつり
春光台北斗町内会（春光台地区市民委員会）

　第３３回永山友愛町内会盆踊り大会を８月１３日(火)に開催いたしました。
　当日は天候に恵まれ多くの方々に参加いただき、地域住民の交流が深められた一日となりました。
　当日朝から町内会役員と会員の方々の協力で、会場の設営を行い、交通整理など本番の運営にあたりました。
永山友愛太鼓保存会の太鼓演奏で、午後６時３０分より子ども盆踊りから始まり、その後、大人盆踊りを行い、８
時４５分に盛況のもと終了しました。

地域住民相互の交流事業地域住民相互の交流事業
永山友愛町内会（永山南地区市民委員会）

町内会等

活性化事業
特 集

　地域の課題解決事業ということで、地域内に
おけるゴミの不法投棄防止や地域外からのゴ
ミ出し対策、夜間の防犯対策として、町内会に
13カ所あるゴミステーションにセンサーライト
を取り付けました。設置により、ゴミの不法投
棄防止や地域外からのゴミ出しの減少に効果
が現れています。また、町内会員のゴミの分別
意識向上にも繋がっています。防犯について
は、特に夜間など予防の効果にも役立っている
と期待し、今後もこの取り組みは継続していき
ます。

地域の課題解決事業地域の課題解決事業
旭岡静望町内会（近文西地区市民委員会）

　今年の防災訓練は、市の町内会等活性化
事業を活用し、北消防署の協力も頂き、9月
29日(日)に末広北公園で実施しました。
　町内会防災組織に従い役割を想定し、災
害発生時の本部立上げ、防災用品体験、要
支援者安否確認、被災者救護搬送等盛りだ
くさん。小学生に興味を持ってもらえるよ
う、消防車乗車、消防服試着体験も行い、炊
出し訓練ではお湯を注ぐだけのドライカ
レーも思いのほか美味しく、50人の参加者
に大好評でした。

末広北町内会　防災力強化事業末広北町内会　防災力強化事業
末広北町内会（末広地区市民委員会）

　この度、町内会等活性化事業を活用し、町内活動に
取り組んでみました。長期に渡っての活動でした。
　春の清掃から始まり、生活道路が大樹の枝払いによ
り「明るくなった」という声や、カラスや蜂の巣もなく
なり「蛾や虫の発生が減少した」という声も聞けまし
た。
　枝払いの一環で木登りゲームを試みましたが、丸太
切りゲームの方が人気が高まり、お年寄りから子ども
たちの参加で盛り上がりました。
　役員の協力もあって町内会員同士の交流が深まっ
たことが町内会としては、唯一の成果かと思います。

町内会自然環境クリーン大作戦事業町内会自然環境クリーン大作戦事業
忠和団地１・２町内会（忠和地区市民委員会）
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市民連協専門部会 活動紹介

　交通部会では、交通事故防止と交通安全意識の高揚
を図るため、「１地区１事業」の取り組みを中心に、地域に
合わせた事業を行っています。
  ９月１日（日）には、神居神社例大祭やふるさとカムイふ
れあいフェスティバルに合わせ、神居中央地区市民委員
会主催の毎年恒例の交通安全パレードが行われました。
  地域の園児や小中学生、女性部や町内会の皆さんが参
加し、のぼりを持ち交通安全を呼びかけたほか、スクー
ルバンドの演奏、観光旭川音頭、ユニークな行灯の山車
などを披露しました。 
  近年、市内では高齢歩行者が自動車にはねられる死亡
事故や飲酒運転の事例が多く発生しています。市民一人
ひとりが交通安全に対する意識を高めるよう、各地域に
おいても交通安全活動の推進にご協力をお願いします。

　防犯部会では、10月14日(月・祝)に、令和元年度全国地
域安全運動「旭川市民防犯大会」～みんなでつくろう安全
安心のまち～　を開催され３０８名の参加がありました。イ
ンターネットによるトラブル防止リーフレット目録贈呈セレ
モニーや旭川方面旭川中央警察署長による防犯に関する
講演のほか、地域防犯活動報告、旭川市立旭川小学校音楽
部の皆様による演奏、防犯パレードを実施しました。
　防犯部会は、市民の防犯意識の高揚と自主防犯活動の
促進を図るため、「旭川市民防犯大会」をはじめとする
様々な事業を行っています。

防犯
部会 安全・安心なまちづくり

旭川方面旭川中央警察署長による講話
「防犯活動について」

買物公園内にて防犯パレード
先頭は旭川小学校音楽部の皆様

当日は地域の皆さんが
大勢参加しました

飲酒運転根絶などののぼりで
交通安全をＰＲしました

防犯
部会 安全・安心なまちづくり 交通

部会
交通安全パレードを
実施しました

　旭川市青少年育成部連絡協議会は、「豊かな青少年健
全育成活動を目指すネットワークづくり」を活動目標と
し、様々な青少年の健全育成活動に取り組んでいます。
今年度は新規事業として、８月８日（木）に市内東鷹栖に
ある里山部フィールドにおいて、１０名の参加者で「里山
体験研修会」を開催しました。
　当日は雨が降るあいにくの天候でしたが、普段訪れる
機会のない山林で、がんび（白樺の樹皮）を用いた一か
らの火おこしや、枯れ枝を利用したスプーン作り等の体
験活動を通し、創意工夫する力や自主性を育む良い契機
とすることができました。
　今後も、青少年健全育成活動の推進に対し、皆様方の
ご理解とご協力をお願いいたします。

がんび採取がんび採取 火おこし体験火おこし体験

スプーン作りスプーン作り 参加者記念撮影参加者記念撮影

青少年
育成部会 里山体験研修会

　女性部会では、１１月１２日（火）に「地域健康教室の活
用方法について」をテーマとして研修会を開催し、女性・
婦人部長３１名の参加がありました。はじめに、昨年より
変更になった開催手順を事務局が説明し、地域健康教室
のプログラムにある旭川市保健所保健指導課の「出前健
康講座」を実際に各地区女性・婦人部長に体験してもら
いました。講座の後には、質疑応答の時間を取り、各地区
女性・婦人部長がこれから地域で気軽に行えるよう、改
善点や、疑問点などの意見を出し合いました。また、最後
にはアンケートを取り、例年地域健康教室を行っている
地区も、まだ一度も教室を開催したことの無い地区も、
これから意欲的に取り組むきっかけになったとの感想が
ありました。

女性
部会

地域健康教室の
活用方法について

　広報部会では、地域で発行される広報誌の内容充実と
技術の向上を図るため、広報誌発表会を５月１７日(金)に
トーヨーホテルにて開催しました。
　地区広報部長が出席し、表彰された１地区市民委員会
と２町内会が発表を行ないました。プロジェクターを使用
しての発表もあり、文字を大きくするなど紙面もより見や
すく工夫されており、地域のコミュニティ活動の様子が分
かりやすく編筆されていました。応募いただいた、市民委
員会、町内会へは、お礼の品を贈呈いたしました。
　今回の発表を参考にしていただき、広報誌の促進やよ
り良い広報誌作りに取り組んでいただければと思います。

　令和元年９月１５日神居住民センターにおいて２９８名の
皆様をお招きし盛大に開催された「長寿を祝う会」の様
子です。
　祝う会には地区内にお住まいの芸達者な方々による、
健康体操、ハワイアン、スコップ三味線、大正琴などの余
興で大いに盛り上がり盛んに拍手されていました。
表紙の写真は祝う会最後に行う毎年恒例の大笑い記念
写真です。

神居中央地区市民委員会
「長寿を祝う会」

広報
部会 広報誌発表会

表紙写真の紹介

　広報部会では、地域で発行される広報誌の内容充実
と技術の向上を図るため、広報誌発表会を開催します。
　出品を希望される地区市民委員会又は町内会等は、
提出の際、所定の応募用紙をご提出ください。
　なお、出品多数の場合は、選考会議により発表者を選
出することをご承知おきください。

（募集期限）　令和２年３月２日(月)
（提出部数）　８０部(８０部用意できない場合は、

提出できる部数で結構です。）
（提出・問い合わせ先）
　市民連協広報部会事務局（☎25-6012）
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◆緑が丘東地区市民委員会
　各町内会が高齢化しており、読みやすくするため、字
を１ランク大きくしています。最小限の予算で発行しま
した。

◆東栄錦町町内会（近文西地区）
　見やすいように、活動の様子が分かりやすいように写
真を多く取り入れています。

◆末広新星町内会（末広地区）
　昨年から毎月１回の発行を目指しています。町内の行
事やお知らせをわかりやすく、楽しく読んで頂けるよ
う、文字を大きめにしています。イラストや写真の配置
にも気をつけています。

広報誌発表会 表彰団体


